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要約

年度感染症動向調査事業で散発的下痢症患者からの検体と同年度に発生した有症苦情及び2005

集団下痢症事例で検査依頼があった検体について，アストロウイルス，サポウイルス，アイチウイ

ルスの検査を実施した．その結果， 検体からサポウイルスが， 検体からアイチウイルスが検出1 4

された．
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Ⅰ は じ め に

ノロウイルス（以下 ）はウイルス性胃腸炎の主要NV

病原体であり，食中毒発生に際し全国の保健所から報告

される食中毒統計では 年の病因物質別食中毒事件2004

， ．数で第 位 患者数で 年以降第 位となっている2 2001 1

また，食中毒だけでなく病原体の人→人感染や感染経

路不明の胃腸炎集団発生の際に地方衛生研究所から報告

される集団発生病原体票においても，下痢症ウイルス検

出事例からは主として が報告されている ．NV 1)

集団発生事例で が検出されない場合や，複数のウNV

イルスによる集団発生も見られることから他の下痢症ウ

イルスについての調査も必要とされているが，検査法が

確立していない等の理由で検索を行っているところはそ

れほど多くないのが現状である．

タウイルス，アストNV 以外の下痢症ウイルスにはロ

ロウイルス（以下 ， と同じカリシウイルス科AstV NV）

のサポウイルス（以下 ，ピコルナウイルス科のアSV）

AiV 40/41イチウイルス（以下 ，腸管アデノウイルス）

型等がよく知られている ．2)

当所では 年度より九州衛生環境技術協議会の共2002

同研究として ， および の遺伝子検出を行AstV SV AiV

っており，昨年に引き続き食中毒･感染症疑い等の有症

苦情及び集団発生との関連性について調査したので報告

する．

また，感染症動向調査事業検体についてもあわせて調

査したので報告する．

Ⅱ 実 験 方 法

1.材料

年度にウイルス性食中毒 疑いとして当所2005 ･感染症

に搬入された有症苦情及び集団発生 事例 検体の27 148

2005ふん便・吐物・参考品について検査を行った また． ，

年度に当所に搬入された感染症発生動向調査事業の検体

で感染性胃腸炎症状を呈した 検体についても同様に19

－110－



調査を行った．

2.前処理

10% QIAamp Viral材料を 乳剤として検体処理を行い，

（ ）を用いて を抽出した．RNA Mini Kit QIAGEN RNA

3.RT-PCR

国立感染症研究所の示した方法 で を作製し，cDNA3)

ウイルス分科会共同研究マニュアル に従い 本のチュ14)

ーブで同時検出可能な 法により遺伝子検multiplex PCR

出を行った． ， および の遺伝子検出には各AstV SV AiV

1 1st々に特異的なプライマー を調整 使用した(表 )， ．～5 7)

PCR Nestedで遺伝子増幅産物が認められた場合には

用プライマーを用いて確認検査を行った．また陽PCR

性となった検体はダイレクトシーケンスを用い塩基配列

を決定した．

表 ， および のプライマー1 AstV SV AiV

Virus Primer

1st PCR Mon269/Mon270Astrovirus
Nested PCR Mon224/82b

1st PCR SR80/JV33Sapovirus
Nested PCR SR80/Sapo-rev4534

1st PCR C6261/C6779Aichivirus
Nested PCR C94b/264K

Ⅲ 実験結果及び考察

27ウイルス性食中毒･ 疑いで検査依頼のあった感染症

事例 検体中 事例 検体から が， 事例 検体148 1 1 2 4SV

．から が検出されたAiV

SVダイレクトシーケンスで塩基配列を決定した結果，

は （ ）と最も高Hu/Osaka/5836/JP accession no. DQ307501

い相同性（ ％）を示した．また， については標99 AiV

accession no. AB010145 96 97準株（ ）との相同性が ～

％であった．

SV NV genogroup検出事例では，他の有症者から の

複数のウイルスによる（ ）ⅠとⅡが検出されており，G

集団発生が考えられた．喫食調査でカキの生食があり，

これが原因食品と思われた．

検出の 事例中， は Ⅱとの重AiV 2 NV G1 1事例 検体

感染例であった．また は症状が無かった調1 3事例 検体

理従事者 名 同事例は患者と別の調理3 からの検出例で，

従事者から検出された Ⅰを原因物質とする集団発NV G

生であり， との関係は認められなかった．AiV

一方，感染症発生動向調査事業検体の 検体からは19

， および のいずれの遺伝子も検出されなかAstV SV AiV

った．

福岡市では下痢症集団発以上のことから 年度の2005

生事例から ， が検出されたものの， 起因にSV AiV NV

関与した事例であり ， ， を主な病因物質とAstV SV AiV

する集団発生はなかったことが示唆された．

有症苦情及び集団発生 事例今回，検査に供与した 27

検体148 19検体中，ウイルスが検出されたのは 事例 72

検体から 検出された． 胃腸炎で，うち が また，68 NV

症状のあった感染症発生動向調査事業の 検体中，ウ19

検体全てが であったことかイルスが検出された 9 NV

， ，ら 下痢症事例の主な原因物質は依然 が占めておりNV

を中心に検査を行うウイルス性胃腸炎を疑う検体は NV

ことが必要であると考える．

しかし や の関与や，調理従事者の不顕性感染SV AiV

が認められたことから，今後 ， ， が流行すAstV SV AiV

る可能性もあるため，引き続き ， ， の調査AstV SV AiV

を行うことは重要であると思われる．
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